
き し わ だ 議 会 だ よ り

【
問
】（
仮
称
）
東
光
認
定
こ
ど
も
園
は
公
立
が
民
間
に
変

わ
る
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
事
業
者
の
募
集
要
項

で
配
慮
し
た
点
は
何
か
。
次
に
（
仮
称
）
市
立
旭
・
太
田
認

定
こ
ど
も
園
は
、
定
員
が
１
５
０
か
ら
２
０
０
名
と
多
す
ぎ

で
あ
り
、
ま
た
、
再
編
地
の
施
設
は
耐
用
年
数
経
過
の
た
め
、

全
面
建
て
替
え
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

【
答
】
（
仮
称
）
東
光
認
定
こ
ど
も
園
の
募
集
要
項
で
は
、

保
護
者
負
担
と
な
る
有
料
の
習
い
事
に
つ
い
て
、
選
択
制
に

努
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
仮
称
）
旭
・
太
田
認
定
こ

ど
も
園
は
再
編
対
象
施
設
に
通
う
全
児
童
の
転
園
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
人
数
を
踏
ま
え
定
員
を
設
定

し
て
い
る
。
施
設
は
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
を
基
本

と
し
つ
つ
、
新
築
も
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

  

保
育
所
で
は
保
護
者
が
紙
お
む
つ
を
持
参
し
、
使
用
済
み

を
持
ち
帰
り
処
分
し
て
い
る
。
衛
生
面
や
感
染
症
の
心
配
に

加
え
、
保
護
者
に
は
手
荷
物
の
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
保
育

士
に
は
紙
お
む
つ
の
個
別
管
理
が
業
務
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

両
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
手
ぶ
ら
登
園
で
き
る
紙
お
む
つ

の
定
額
サ
ー
ビ
ス
導
入
と
施
設
で
の
一
括
処
理
を
要
望
す
る
。

　

紙
お
む
つ
の
需
要
は
高
齢
化
に
よ
り
増
加
傾
向
で
、
国
は
、

使
用
済
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
公
表
し
た
。
他
市
で
は
使
用
済
み
紙
お
む
つ
か
ら

新
し
い
お
む
つ
な
ど
の
製
品
化
に
公
民
連
携
で
取
り

組
む
例
が
あ
る
。
本
市
も
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再

使
用
、
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
な

る
資
源
循
環
に
資
す
る
事
業
の
導
入
を
望
む
。

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
満
15
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
で
市
民
生
活
が
苦
し

い
今
こ
そ
、
満
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
延
長
す
べ
き
と
求

め
た
と
こ
ろ
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
延
長
を
図
り
た
い

と
の
回
答
を
得
た
。
実
現
に
向
け
着
実
に
準
備
を
進
め
、
時

期
が
固
ま
り
次
第
、
速
や
か
な
市
民
へ
の
周
知
を
要
望
す
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
国
は
侮
辱
罪
の
厳
罰
化
を
実
施
す
る
な
ど
の

対
応
を
と
っ
て
お
り
、
全
国
の
各
自
治
体
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
を
防
止
す
る
条
例
を
制

定
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
問
】
市
内
の
全
公
立
保
育
所
と
一
部
の
民
間
保
育
施
設
で

は
、
保
護
者
が
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
持
ち
帰
り
処
分
す
る

こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、
保
護
者
や

保
育
士
に
と
っ
て
負
担
で
あ
り
、
衛
生
上
の
観
点
か
ら
も
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
持
ち
帰
り
を
廃
止
す
る
場
合

に
必
要
な
公
立
保
育
所
で
の
経
費
的
課
題
と
、
民
間
保
育
施

設
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】
全
公
立
保
育
所
で
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
一
括
処
分

す
る
場
合
、
室
内
・
室
外
で
の
ご
み
箱
の
設
置
や
ご

み
収
集
・
処
理
に
か
か
る
経
費
が
必
要
と
な
る
。

 
 

ま
た
、
民
間
保
育
施
設
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
制

度
設
計
を
含
め
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。　

【
問
】
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
型
複
合
遊
具
を
設
置
す

る
な
ど
、
地
域
の
核
と
な
る
公
園
を
再
整
備
す
る
一
方
、
他

の
公
園
は
遊
具
を
設
置
し
な
い
な
ど
、
公
園
の
質
を
高
め
つ

つ
、
維
持
管
理
費
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
今
年
度
実

施
し
て
い
る
公
園
再
整
備
に
関
す
る
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

【
答
】
公
園
が
持
つ
多
機
能
性
を
持
続
的
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
公
園
の
再
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
機
能
分
担
に
よ
る
再
編
に
よ
り
公
園
の
持
続
可
能
な
管

理
手
法
に
つ
い
て
、
市
内
３
１
０
カ
所
の
公
園
緑
地

を
対
象
に
、
地
域
ご
と
に
公
園
の
量
と
質
の
充
足
状

況
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
及
び
公
園
施

設
な
ど
の
適
正
配
置
と
計
画
的
な
維
持
管
理
方
針
に

つ
い
て
、
他
市
事
例
を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　一般質問の様子は、市議会ウェブ

サイトの録画中継のページでご覧い

ただけます。

　令和４年第３回定例会では、19 人の議員が

一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　また、11 月下旬以降、市議会ウェブサイ

トの「会議録の閲覧」のページでも詳細をご

覧いただけます。

市政に関する

一一
般般

質質
問問

要 旨要 旨
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
個
別
計
画
に
つ
い
て

市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
個
別
計
画
に
つ
い
て

公
園
の
再
整
備
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

公
園
の
再
整
備
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

((きしわだ未来きしわだ未来 ))
反甫　旭反甫　旭

子
育
て
支
援
と
資
源
循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
と
資
源
循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹誹ひ

ぼ

う

ひ

ぼ

う謗謗
中
傷
中
傷

保
育
所
な
ど
に
お
け
る
お
む
つ
持
ち
帰
り
ル
ー
ル
に
つ
い
て

保
育
所
な
ど
に
お
け
る
お
む
つ
持
ち
帰
り
ル
ー
ル
に
つ
い
て

((大阪維新の会大阪維新の会 ))
堂本　啓祐堂本　啓祐

本
市
の
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

本
市
の
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

((日本共産党 )日本共産党 )

岸田　厚岸田　厚

本
市
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

の
割
合
が
、
他
市
に
比
べ
非
常
に
高
い
。
そ
の
解
決
に
は
、

不
登
校
者
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
未
然
防
止
と
初
期
対
応

を
行
い
、
新
た
な
不
登
校
者
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
。

 

愛
知
県
春
日
井
市
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
教
職
員
、

支
援
員
な
ど
が
関
わ
る
登
校
支
援
室
の
チ
ー
ム
支
援
を
徹
底

し
、成
果
が
出
て
い
る
。本
市
で
設
置
す
る
心
の
教
室
な
ど
で

も
そ
の
運
営
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、市
内

1
カ
所
し
か
な
い
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
民

間
運
営
も
検
討
し
、
複
数
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
不

登
校
者
の
学
校
復
帰
や
将
来
的
な
自
立
に
向
け
、
よ

り
一
層
支
援
の
充
実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

①
昇
任
昇
格
意
欲
を
醸
成
し
、
公
務
の
効
率
化
を
図
る
新
し

い
人
事
・
給
与
制
度
の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
。
次
年
度
開
始

の
定
年
延
長
や
役
職
定
年
は
、
個
人
の
人
生
設
計
に
関
わ
る

た
め
、
個
別
説
明
や
相
談
の
機
会
を
十
分
に
確
保
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
経
験
豊
富
な
再
任
用
職
員
へ
の
肩
書
付
与
と
、
常
態

化
し
て
い
る
超
過
勤
務
の
削
減
に
向
け
、
管
理
職
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

②
公
民
戦
略
連
携
デ
ス
ク
の
運
用
が
、
地
域
課
題
の
解
決
に

直
結
し
て
い
な
い
。
連
携
協
定
の
締
結
を
目
的
と
せ

ず
、
課
題
の
抽
出
と
解
決
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、「
お
金
の
や
り
取
り
の
な
い
」
連
携
を
見
直

し
、
解
決
に
必
要
な
費
用
の
効
果
も
検
証
し
た
う
え

で
、
実
践
的
な
公
民
連
携
に
す
べ
き
で
あ
る
。

職
員
の
働
く
環
境
の
改
善
と
公
民
連
携
の
効
果
を

職
員
の
働
く
環
境
の
改
善
と
公
民
連
携
の
効
果
を

京西　且哲京西　且哲

(公明党 )( 公明党 )

友永　修友永　修

((公明党公明党 ))
南　加代子南　加代子

((日本共産党日本共産党 ))
今口　千代子今口　千代子

倉田　賢一郎倉田　賢一郎
(大阪維新の会 )( 大阪維新の会 )

( 次世代政策会議 )( 次世代政策会議 )

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

市
は
、
令
和
６
年
度
の
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
へ
の
水
道

事
業
統
合
に
向
け
、
検
討
・
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

統
合
に
は
懸
念
が
あ
る
。
統
合
後
、
水
道
局
は
企
業
団
と
し

て
独
立
し
た
公
共
団
体
と
な
り
、
市
災
害
対
策
本
部
の
一
員

で
は
な
く
な
る
た
め
、
災
害
時
に
お
い
て
機
敏
な
対
応
が
で

き
る
か
大
変
不
安
で
あ
る
。
ま
た
、
市
が
独
自
に
行
っ
て
き

た
減
免
制
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
補ほ

て

ん塡
な
し
で
は
継
続
困

難
と
な
り
、
料
金
改
定
も
市
単
独
で
は
不
可
能
と
な
る
が
、

市
民
へ
の
説
明
は
い
ま
だ
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な

い
。
安
全
、
安
心
、
安
定
の
水
道
を
供
給
す
る
と
い

う
市
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、
今
示
さ
れ
て
い

る
拙
速
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、

市
民
の
意
見
も
聞
き
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

URL：https://www.city.kishiwada.osaka.

jp/site/gikai/190rokuga.html

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
ま
ち
づ
く
り
の
館
の
活
用
方
法

○
ま
ち
づ
く
り
の
館
の
活
用
方
法

令和４年(2022年)11月１日 ２第190号

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
人
口
減
少
と
小
中
学
校
の
児
童
数
な
ど
の
課
題

○
人
口
減
少
と
小
中
学
校
の
児
童
数
な
ど
の
課
題

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

○
市
制
施
行

○
市
制
施
行
11
０
０
周
年

０
０
周
年


